
伊賀

神
社
参
拝
案
内
図

上

野

（
二
十
八
社
）

（
十
九
社
）

（
十
四
社
）

（
三
十
二
社
）

阿

山

青

山

名

張

伊
賀
国
一
宮
。
六
五
八
年
の
創
建
。
四
道
将
軍
の
一
人
大
彦
命
を

主
祭
神
と
す
る
。
天
正
伊
賀
の
乱
に
て
社
殿
悉
く
消
失
す
る
が
、

藤
堂
高
虎
公
に
よ
り
再
建
さ
れ
る
。
獅
子
神
楽
は
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
伊
賀
諸
社
に
伝
わ
る
獅
子
舞
の
源
流
と
言
わ
れ
る
。

　
敢
國
神
社

伊
賀

一
宮

御
祭
神
　
大
彦
命
　
外
二
柱

伊
賀
市
一
之
宮
八
七
七

伊
賀
国
二
宮
。
天
武
天
皇
三
年
の
創
建
と
言
わ
れ
、
養
蚕
・
機
織

の
技
術
を
持
つ
服
部
氏
が
こ
の
地
に
住
み
着
き
、
同
氏
の
祖
先
神

が
祀
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
周
辺
の
無
格
社
を

合
祀
。
本
殿
両
脇
に
は
、
狭
伯
社
、
蛭
子
社
も
鎮
座
す
る
。

小
宮
神
社

延
喜
式
内
社
の
一
に
し
て
、
通
称
し
ら
ひ
げ
さ
ん
、
白
髭
大
明
神

と
し
て
慕
わ
れ
、
伊
賀
街
道
に
接
し
境
内
で
読
ん
だ
芭
蕉
の
句
碑

と
荒
木
又
右
衛
門
の
生
誕
の
地
と
し
て
、
刃
奉
納
等
が
あ
り
伊
賀

五
社
と
し
て
崇
敬
厚
く
、
参
拝
者
多
数
を
え
て
現
在
に
至
る
。

須
智
荒
木
神
社
御
祭
神
　
猿
田
彦
命
　
外
十
八
柱

伊
賀
市
荒
木
一
〇
八

延
喜
式
内
社
で
、
古
く
よ
り
伊
賀
国
三
宮
と
称
さ
れ
た
旧
郷
社
で

あ
る
。
又
、
江
戸
時
代
当
社
と
一
体
化
し
た
宇
都
可
神
社
（
境
内

社
）
も
延
喜
式
内
社
で
あ
る
。
特
殊
神
事
と
し
て
、
例
祭
当
日

（
十
月
十
八
日
）
に
神
事
相
撲
が
行
わ
れ
る
。

波
多
岐
神
社
御
祭
神
　
大
鷦
鷯
尊
　
外
十
八
柱

伊
賀
市
土
橋
七
五
二

社
伝
に
よ
れ
ば
、
往
古
よ
り
当
地
に
鎮
座
さ
れ
若
宮
八
幡
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
明
治
四
十
二
年
に
千
歳
、
外
山
、
坂
之
下
各
地
区
鎮

座
の
各
神
社
を
そ
れ
ぞ
れ
合
祀
し
、
社
名
を
府
中
神
社
と
改
め
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
に
合
祀
百
周
年
記
念
大
祭
を
斎
行
し
た
。

府
中
神
社
御
祭
神
　
大
鷦
鷯
命
　
外
十
一
柱

伊
賀
市
佐
那
具
五
九
六

御
祭
神
　
呉
服
比
賣
命
　
外
七
柱

伊
賀
市
服
部
町
一
一
五
八

社
伝
に
よ
れ
ば
、
村
社
菅
原
神
社
境
内
社
八
幡
神
社
の
神
霊
を
勧

請
し
、
字
信
才
の
古
宮
に
奉
斎
せ
し
を
、
慶
長
十
九
年
郷
士
山
ノ

井
正
遠
が
、
大
阪
の
陣
の
折
、
河
内
国
道
明
寺
よ
り
菅
原
道
真
公

の
神
霊
を
勧
請
し
現
鎮
座
地
に
奉
斎
し
た
の
が
創
祀
と
伝
え
る
。

友
生
神
社
御
祭
神
　
菅
原
道
真
　
外
二
十
二
柱

伊
賀
市
下
友
生
一
〇
四
二

伊
賀
の
開
拓
神
伊
賀
津
姫
の
父
神
、
猿
田
毘
古
神
を
主
祭
神
と
し

て
奉
斎
し
、
家
相
方
位
又
道
開
き
の
神
と
し
て
御
威
徳
高
し
、
又

合
祀
せ
る
菊
理
比
咩
神
は
歯
の
病
に
霊
験
あ
り
。
又
、
合
祀
の
長

白
羽
神
は
織
物
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

木
代
神
社
御
祭
神
　
猿
田
毘
古
神
　
外
十
四
柱

伊
賀
市
蓮
池
三
五
一

創
立
年
代
不
詳
も
古
来
よ
り
猪
田
村
の
宮
と
呼
ば
れ
、
そ
の
歴
史

は
非
常
に
古
い
。
本
殿
は
極
彩
色
の
精
工
な
る
建
物
で
国
指
定
の

重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

御
祭
神
　
少
名
毘
古
那
神
　
外
十
六
柱

伊
賀
市
猪
田
五
一
三
九

元
伊
勢
と
も
呼
ば
れ
古
く
は
穴
穂
宮
と
称
し
、
明
治
四
十
一
年
村

内
諸
社
を
合
祀
、
神
戸
神
社
と
改
め
る
。
倭
姫
世
記
に
崇
神
天
皇

御
代
穴
穂
宮
四
年
間
鎮
座
と
あ
る
。
神
宮
月
次
祭
に
鮎
千
八
百
尾

奉
納
御
遺
績
に
よ
り
神
宮
古
殿
社
を
拝
領
賜
り
式
年
造
替
を
斎
行
。

神
戸
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
十
九
柱

伊
賀
市
上
神
戸
三
一
七

延
喜
式
内
社
、
伊
賀
臣
の
祖
神
彦
屋
主
田
心
命
を
本
祀
と
し
、
古

来
晴
雨
の
祈
願
に
霊
験
著
く
、
特
に
武
運
長
久
の
神
と
し
て
古
え

よ
り
参
拝
者
絶
え
な
い
。

御
祭
神
　
田
守
神
　
外
二
十
柱

伊
賀
市
蔵
縄
手
三
五
三

社
伝
及
び
『
黒
瀧
神
社
略
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
寛
弘
七
年
余
野
池

辺
社
よ
り
現
鎮
座
地
へ
勧
請
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
近
在
の
産

土
神
と
し
て
崇
敬
者
多
数
。
明
治
末
期
の
合
祀
令
に
よ
り
白
樫
岡

八
幡
宮
へ
合
祀
さ
れ
た
が
、
終
戦
直
後
還
御
さ
れ
現
在
に
至
る
。

黒
瀧
神
社
御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
三
柱

伊
賀
市
治
田
四
三
〇
九

当
社
は
、天
武
天
皇
の
瑞
夢
に
依
り
、射
手
山
に
勧
請
射
手
大
明
神

な
り
、天
正
の
乱
に
て
焼
失
後
に
現
在
の
社
地
に
遷
座
、射
手
神
社

は
明
治
四
十
一
年
長
田
郷
の
諸
社
を
合
祀
。
源
義
経
詣
で
て
戦
勝

祈
願
の
折
、
矢
を
奉
納
以
来
、
勝
運
長
久
厄
除
神
と
し
て
名
あ
り
。

射
手
神
社

應
感
神
社

御
祭
神
　
応
神
天
皇
　
玉
垂
命
　
外
十
三
柱

伊
賀
市
長
田
二
六
九
一

当
社
は
、
国
史
現
在
社
に
し
て
農
業
の
祖
神
豊
受
大
神
を
主
神
と

し
て
祀
る
が
故
に
、
農
村
の
氏
神
と
し
て
氏
子
の
崇
敬
最
も
厚
く
、

殊
に
祈
年
祭
の
五
穀
豊
熟
祈
願
の
護
産
は
他
町
村
の
農
業
者
等
が

詣
で
て
豊
産
を
祈
り
、
神
符
を
拝
受
す
る
者
年
と
共
に
多
し
。

御
祭
神
　
豊
受
大
神
　
宇
迦
能
御
魂
神
　
外
十
二
柱

伊
賀
市
法
花
二
三
五
〇

延
喜
式
内
社
。
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
往

古
、
周
辺
を
治
め
た
伊
賀
臣
が
郡
衙
（
郡
役
所
）
を
置
き
祖
神
を

祀
っ
た
。
本
殿
は
県
の
文
化
財
で
あ
る
。
境
内
か
ら
は
経
塚
が
発

見
さ
れ
た
他
、
降
雨
祈
願
の
霊
石
（
満
珠
石
）
が
あ
る
。

猪
田
神
社
御
祭
神
　
猪
田
神
　
外
二
十
九
柱

伊
賀
市
下
郡
五
九
一

延
喜
式
内
社
で
あ
り
旧
県
社
。
古
く
神
階
正
一
位
を
授
け
ら
れ
大

森
大
明
神
と
称
す
。
七
月
第
四
日
曜
日
に
行
は
れ
る
祇
園
踊
り
神

事
は
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

御
祭
神
　
比
自
岐
神
　
外
十
三
柱

伊
賀
市
比
自
岐
六
八
三

人
皇
第
六
十
六
代
一
條
院
の
御
宇
、
当
村
に
一
株
の
名
樹
あ
り
是

八
重
桜
な
り
。
此
樹
を
献
上
し
、
花
垣
の
庄
の
地
名
を
賜
う
。
寛

弘
元
年
に
南
都
春
日
の
神
靈
勧
請
奉
る
。
明
治
四
十
一
年
に
三
郷

神
社
に
改
称
、
大
正
十
三
年
に
花
垣
神
社
と
改
称
、
現
在
に
至
る
。

花
垣
神
社

田
守
神
社

比
自
岐
神
社

猪
田
神
社

御
祭
神
　
経
津
主
命
　
外
二
十
一
柱

伊
賀
市
予
野
一
九
四

惣
国
風
土
記
准
后
伊
賀
記
に
は
、
大
宝
元
年
八
重
事
代
主
神
等
が

祭
ら
れ
た
。
社
伝
及
び
近
世
以
降
の
地
誌
に
よ
る
と
天
正
の
乱
に

よ
る
社
頭
焼
失
ま
で
天
王
と
称
し
た
。
以
後
菅
公
を
奉
祀
し
た
と

伝
え
て
い
る
。
大
苫
邊
の
神
は
伊
賀
発
祥
開
発
の
女
神
と
思
え
る
。

菅
原
大
邊
神
社
御
祭
神
　
菅
原
道
真
公
　
大
苫
邊
之
神
　
外
十
一
柱

伊
賀
市
大
野
木
一
〇
五
二

恒
武
天
皇
皇
女
伊
登
内
親
王
は
、
従
者
十
八
名
と
こ
の
地
に
至
り
居

を
構
え
る
。
天
徳
年
間
内
親
王
崇
敬
の
春
日
神
を
勧
請
し
祭
儀
が
始

ま
る
。
時
代
と
と
も
に
里
も
栄
え
岩
倉
地
区
民
二
百
戸
の
氏
神
と
し

て
特
殊
神
事
、
弓
始
式
を
含
め
祭
儀
を
斎
行
し
て
い
る
。

春
日
神
社

岡
八
幡
宮

御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
一
柱

伊
賀
市
岩
倉
四
一
〇

建
久
元
年
（
二
九
〇
）
源
頼
朝
の
命
に
よ
り
八
幡
宮
を
諸
國
に
一
社
勧
請
す
る
志
を
た
て

神
意
を
問
う
た
所
「
ま
ず
伊
賀
と
示
現
が
あ
り
同
年
四
月
十
八
日
鶴
岡
八
幡
宮
よ
り
御
霊

を
勧
請
社
号
を
岡
八
幡
宮
と
定
め
た
頼
朝
公
よ
り
社
領
五
十
石
寄
進
さ
る
。
「
江
戸
時
代

に
至
り
領
主
藤
堂
高
虎
以
下
代
々
領
主
よ
り
寄
進
あ
り
祈
願
所
と
名
が
知
れ
る
」

御
祭
神
　
誉
田
別
尊
（
應
神
天
皇
）
　
外
十
三
柱

伊
賀
市
白
樫
三
六
三
八

創
建
は
元
亀
年
間
、
特
殊
神
事
・
宗
旨
祭
は
毎
年
十
二
月
初
旬
本

殿
で
宗
旨
祭
典
が
、
続
い
て
隣
接
の
参
籠
舎
で
宗
旨
祭
礼
が
全
氏

子
の
長
男
参
加
、
太
鼓
を
合
図
に
当
家
が
準
備
し
た
膳
（
焼
魚
・

豆
・
昆
布
巻
等
）
で
神
酒
を
酌
み
交
す
神
事
。

諏
訪
神
社
御
祭
神
　
健
御
名
方
命
　
外
九
柱

伊
賀
市
丸
柱
一
五
四
五

平
宗
清
の
長
男
、
日
置
太
郎
家
清
が
下
柘
植
に
住
ん
で
い
た
時
神

社
を
創
建
さ
れ
た
。
天
正
九
年
織
田
氏
の
兵
火
に
か
か
っ
て
全
焼

し
た
が
、
そ
の
子
孫
住
民
が
協
力
し
て
再
建
し
た
と
い
う
。
明
治

四
十
年
七
月
村
は
無
格
社
を
合
祀
。

日
置
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
十
柱

伊
賀
市
下
柘
植
二
二
六
〇

「
明
細
帳
」
に
「
本
神
社
は
人
皇
第
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
御
代

神
護
景
雲
三
年
に
勧
請
せ
し
」
と
あ
る
。
主
要
建
物
に
は
別
棟
に

神
殿
五
宇
。
県
文
化
財
の
割
拝
殿
、
絵
馬
十
三
面
が
あ
り
、
獅
子

神
楽
・
願
解
角
力
は
、
四
月
十
六
日
の
恒
例
神
事
。

春
日
神
社

都
美
恵
神
社

穴
石
神
社

玉
瀧
神
社

菅
原
神
社

春
日
神
社

諏
訪
神
社

御
祭
神
　
武
甕
槌
神
　
外
四
柱

伊
賀
市
川
東
六
一
三

正
応
年
間
に
信
濃
国
戸
隠
村
の
戸
隠
神
社
よ
り
分
社
勧
請
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
社
の
掛
け
鈴
に
は
崇
敬
者
の
願
い
を
込

め
た
鈴
の
緒
が
数
百
年
の
歴
史
を
秘
め
て
大
輪
を
成
し
て
い
る
。

十
月
十
七
日
の
例
大
祭
の
夜
に
願
火
花
火
奉
納
。

手
力
神
社
御
祭
神
　
天
手
力
雄
命

伊
賀
市
東
湯
舟
一
〇
二
五

延
喜
式
内
國
史
見
在
の
社
。
貞
観
十
五
年
九
月
授
従
五
位
上
。
往

古
は
、
篠
嶽
に
在
っ
た
が
文
録
年
間
に
今
の
地
に
遷
す
。
本
殿
は

萱
葺
に
て
古
く
は
、
四
年
毎
の
式
年
な
り
。
御
屋
根
に
篠
竹
発
生

す
る
を
以
て
名
あ
り
。
古
来
授
乳
の
霊
徳
顕
著
で
あ
る
。

佐
々
神
社
御
祭
神
　
八
重
事
代
主
命
　
外
五
柱

伊
賀
市
音
羽
六
一
八

明
治
四
十
一
年
、
柏
野
の
藤
位
神
社
・
御
代
の
諏
訪
神
社
・
楯
岡

の
神
明
神
社
の
三
社
を
合
祀
し
た
。
平
成
二
十
年
合
祀
百
周
年
記

年
祭
を
斎
行
し
た
。

神
明
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
十
二
柱

伊
賀
市
新
堂
一
一
九
二

－

二

山
畑
区
内
に
鎮
座
し
、
上
中
下
の
地
区
に
あ
っ
た
神
社
を
明
治
三

十
九
年
合
祀
し
て
、
勝
手
神
社
と
称
し
山
畑
区
の
氏
神
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
。
十
月
第
二
日
曜
日
に
奉
納
の
神
事
踊
は
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
。

勝
手
神
社
御
祭
神
　
正
哉
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
命
　
外
十
柱

伊
賀
市
山
畑
四
八
一

名
張
の
鎮
守
神
と
称
さ
れ
松
倉
豊
後
守
勝
定
の
尊
敬
厚
く
名
張
藤
堂

高
吉
公
の
尊
敬
猶
厚
く
、
現
在
に
至
る
。
主
祭
神
宇
奈
根
命
は
川
の

曲
る
元
の
神
に
し
て
水
、
河
川
の
神
、
五
穀
豊
穣
の
神
で
も
あ
る
。

天
照
大
神
、
春
日
大
社
の
御
祭
神
共
に
遷
幸
の
際
、
祀
ら
れ
る
。

宇
流
冨
志
祢
神
社
御
祭
神
　
宇
奈
根
命
　
外
十
五
柱

名
張
市
平
尾
三
三
一
九

往
古
よ
り
現
在
社
地
に
鎮
座
ま
し
ま
し
蛭
子
神
社
と
称
し
商
売
繁

盛
の
神
と
し
て
近
郷
近
在
よ
り
参
拝
者
多
数
有
り
古
く
は
山
の
物

と
海
の
物
と
の
交
換
の
市
が
立
ち
、
今
も
二
月
七
日
八
日
の
祭
り

に
は
、
植
木
市
と
蛤
市
が
立
ち
参
拝
者
で
賑
わ
う
。

蛭
子
神
社
御
祭
神
　
八
重
事
代
主
命
　
外
五
柱

名
張
市
鍛
治
町
九
七

秋
季
例
大
祭
に
は
蔵
持
獅
子
神
楽
保
存
会
に
よ
る
三
頭
立
て
の
獅

子
舞
が
奉
納
さ
れ
、
こ
ど
も
達
の
天
狗
も
加
わ
り
氏
子
崇
敬
者
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
ど
も
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
、

賑
う
。

春
日
神
社
御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
九
柱

名
張
市
蔵
持
町
原
出
三
七
六

藤
堂
高
吉
公
逝
去
に
よ
り
家
臣
が
、
遺
徳
を
偲
び
藤
堂
邸
奥
に
社

を
建
て
広
く
民
の
参
拝
す
る
処
と
成
っ
た
。
旧
社
格
は
、
大
正
十

年
藤
堂
家
領
地
十
九
地
区
総
代
の
連
署
嘆
願
に
よ
り
村
社
と
成
る
。

寿
榮
神
社
御
祭
神
　
藤
堂
高
吉
公
　
外
二
柱

名
張
市
丸
之
内
五
四
ノ
五

永
延
年
間
に
大
江
朝
臣
三
河
守
貞
基
に
よ
り
創
建
さ
れ
る
。
鳥
羽

天
皇
の
御
代
に
菅
原
道
真
公
を
勧
請
し
、
後
に
名
張
郡
三
十
余
郷

の
惣
社
と
な
る
。
十
一
月
二
十
五
日
に
は
名
張
郷
大
祭
が
斎
行
さ

れ
る
。
御
本
殿
は
三
重
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

杉
谷
神
社
御
祭
神
　
天
之
穂
日
命
　
外
十
一
柱

名
張
市
大
屋
戸
六
十
二

第
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
御
宇
、
常
陸
国
鹿
島
宮
御
神
霊
、
奈
良

三
笠
山
に
遷
座
の
た
め
神
護
景
雲
元
年
出
御
。
積
田
の
宮
よ
り
薦

生
の
里
に
渡
御
。
数
ヶ
月
此
の
地
に
御
滞
在
し
給
う
御
垂
跡
地
也
。

往
古
春
日
神
社
と
称
す
が
明
治
三
十
九
年
中
山
神
社
と
改
称
す
。

≪延喜式内社（えんぎしきないしゃ）≫
延長5年（927）にまとめられた「延喜式」の巻9・10に記載
された、当時「官社」とされていた全国の神社一覧である。
国・郡別に神社が羅列されており、官幣・国幣の別、大社・小
社の別と座数などが明記されている。記載された神社（式内
社）は全国で2861社あり、伊賀には25社あった。
≪天正伊賀の乱≫
天正7年（1579）の第1次と天正9年（1581）の第2次とがあ
る。第1次は織田信雄により侵攻を受けたが、伊賀勢がこれを
退けた。第2次では織田信長の軍勢４万が侵攻した。この第2
次の侵攻により、多くの神社仏閣が焼き討ちにあい、社殿・古
記録等を失った。
≪文化財一覧（県指定以上・神社関係）≫
【国指定】
＜重要文化財＞
大村神社　　　　　宝殿（Ｆ-４）
高倉神社　　　　　本殿　境内社春日社・八幡社本殿（Ｃ-２）
猪田神社（猪田）　本殿（Ｅ-３）
射手神社　　　　　十三重塔（Ｄ-２）
＜重要無形民俗文化財＞ユネスコ無形文化遺産
菅原神社　　　　　上野天神祭ダンジリ行事（Ｄ-３）
勝手神社（山畑）　神事踊り（Ｃ-４）
＜天然記念物＞
高倉神社　　　　　シブナシガヤ（Ｃ-２）

【三重県指定】
＜有形文化財＞
猪田神社（下郡）　本殿（Ｅ-３）
愛宕神社　　　　　本殿（Ｄ-３）
杉谷神社　　　　　本殿（Ｇ-２）
春日神社（川東）　拝殿（Ｃ-４）
菅原神社　　　　　楼門・鐘楼（Ｄ-３）
菅原大邊神社　　　岩根の磨崖仏（Ｄ-２）
春日神社（西山）　木造獅子・狛犬（Ｃ-１）
春日神社（川東）　雨乞願解大絵馬（Ｃ-４）
春日神社（矢川）　石燈籠（Ｈ-１）
勝手神社（黒田）　石燈籠（Ｇ-２）
宇流冨志祢神社　　能・狂言面（Ｇ-２）
射出神社　　　　　銅経筒附法華経残欠一括木札一枚（Ｄ-２）
敢國神社　　　　　三十六歌仙扁額（Ｃ-３）
種生神社　　　　　棟札（Ｇ-４）
杉谷神社　　　　　紙本着色北野天神縁起（Ｇ-２）
＜無形民俗文化財＞
敢國神社　　　　　獅子舞　（Ｃ-３）
陽夫多神社　　　　願之山行事（Ｂ-３）
植木神社　　　　　祇園祭（Ｄ-４）
＜史　　　跡＞
猪田神社（猪田）　猪田神社古墳附古井（Ｅ-３）
＜天然記念物＞
高倉神社　　　　　アヤマスズ自生地（Ｃ-２）
奥山愛宕神社　　　ブナ原生林（Ｅ-５）

中
山
神
社
御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
三
柱

名
張
市
薦
生
二
一
四

四
百
年
以
前
、
南
都
春
日
社
の
祢
宜
野
宮
主
水
が
若
宮
社
の
ご
分

霊
を
祭
る
。
一
時
丈
六
の
八
幡
社
に
合
祀
せ
ら
れ
て
い
た
が
、

平
成
三
年
鎮
守
の
祭
を
再
生
し
、
今
日
に
至
る
。
境
内
に
英
霊

二
十
一
柱
も
祭
祀
。

相
楽
神
社
御
祭
神
　
天
押
雲
命
　
外
四
柱

名
張
市
赤
目
町
相
楽
三
六
一

－

一

寛
文
年
中
一
ノ
宮
村
敢
国
神
社
分
霊
を
延
實
六
年
に
一
社
を
設
け

一
宮
と
称
し
こ
の
所
に
奉
祀
す
。
し
か
し
天
正
九
年
伊
賀
の
乱
に

遭
遇
す
る
も
、
明
治
二
十
二
年
十
月
再
び
氏
子
崇
敬
者
一
同
の
篤

志
に
よ
り
再
建
せ
ら
る
。

一
宮
神
社
御
祭
神
　
金
山
比
賣
神
　
菅
原
道
眞
　
外
二
柱

名
張
市
夏
見
坊
垣
三
三
七
五

－

一

創
立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
旧
記
よ
る
と
敏
達
天
皇
の
御
代
と

伝
え
ら
れ
る
。
光
仁
天
皇
の
御
代
に
は
、
勅
命
に
て
社
地
社
殿
の

制
定
あ
り
。
明
治
末
の
合
祀
に
よ
り
一
村
一
社
の
實
を
挙
げ
た
。

柘
植
は
元
伊
勢
の
地
で
も
あ
る
。

御
祭
神
　
栲
幡
千
々
比
賣
命
　
外
三
十
五
柱

伊
賀
市
柘
植
町
二
二
八
〇
　

特
殊
神
事…

勧
請
祭
（
神
縄
釣
祭
）【
一
月
第
二
日
曜
日
】
氏
子

青
年
が
各
戸
か
ら
奉
納
さ
れ
た
縄
を
太
さ
十
五
セ
ン
チ
、
長
さ
五

十
メ
ー
ト
ル
の
大
注
連
縄
に
縫
い
上
げ
、
地
区
の
巽
の
方
角
に
流

れ
る
川
の
上
に
張
り
、
福
の
流
出
、
禍
の
侵
入
防
止
を
祈
願
す
る
。

御
祭
神
　
木
花
佐
久
夜
比
売
命
　
外
十
二
柱

伊
賀
市
石
川
二
二
九
一

か
つ
て
豊
田
神
社
と
称
し
、
創
建
は
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
播
磨

国
・
広
峯
神
社
（
牛
頭
天
皇
総
社
）
よ
り
勧
請
し
祀
る
。
明
治
四

十
年
玉
瀧
村
内
の
二
十
七
社
を
合
祀
し
、
玉
瀧
神
社
と
改
称
。
手

水
鉢
は
南
北
朝
時
代
、
湯
屋
信
仰
に
使
用
さ
れ
た
石
造
湯
槽
。

御
祭
神
　
健
速
須
佐
之
男
命
　
外
十
五
柱

伊
賀
市
玉
瀧
七
六
〇
九

天
平
勝
宝
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
東
大
寺
・
二
月
堂
の
お
水
取
り

の
『
鵜
』
の
故
事
と
ゆ
か
り
が
有
り
、
等
し
い
歴
史
を
持
つ
。
一

の
鳥
居
横
に
は
巨
大
な
自
然
石
の
石
灯
籠
が
あ
る
。
毎
年
十
二
月

二
十
日
に
は
日
本
一
遅
い
と
云
わ
れ
る
秋
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

鸕
宮
神
社
御
祭
神
　
積
羽
八
重
事
代
主
命
　
外
十
四
柱

伊
賀
市
島
ケ
原
四
六
八
九

（
一
）
二
本
の
杉
の
巨
木
（
二
）
細
長
い
下
拝
殿
（
三
）
厳
寒
の

夜
に
ふ
ん
ど
し
姿
で
裸
々
押
し
（
四
）
例
祭
奉
納
の
羯
鼓
踊

（
五
）
祇
園
祭
宵
宮
の
奉
納
花
火
大
会
（
六
）
祇
園
祭
の
神
挙
式
、

子
供
神
輿
、
願
之
山
踊
、
花
傘
あ
げ

陽
夫
多
神
社
御
祭
神
　
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
二
十
二
柱

伊
賀
市
馬
場
九
五
一

古
く
は
真
木
山
大
明
神
ま
た
は
白
石
明
神
と
称
し
、
延
喜
式
内
伊

賀
二
十
五
座
の
一
座
で
、
往
古
は
白
石
山
に
鎮
座
在
し
が
、
天
正

の
兵
火
に
罹
り
焼
失
せ
り
。
創
立
は
不
詳
な
る
も
天
正
末
期
に
現

在
の
地
に
移
遷
創
建
さ
れ
る
。

真
木
山
神
社
御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
十
三
柱

伊
賀
市
槙
山
三
二
三
七

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
元
禄
四
年
の
棟
札
あ
り
、
承
徳
二
年
鈴
又

川
の
大
洪
水
に
依
り
神
殿
が
流
さ
れ
神
霊
が
木
興
ま
で
流
れ
桶
子

神
社
で
祀
ら
れ
、
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
種
生

神
社
に
合
祀
さ
れ
る
も
昭
和
三
十
一
年
に
元
の
地
に
鎮
座
し
た
。

天
満
神
社
御
祭
神
　
菅
原
道
真
　
外
三
柱

伊
賀
市
高
尾
四
五
一
四

創
立
は
詳
ら
か
で
な
い
が
棟
札
に
よ
れ
ば
寛
文
五
年
（
一
六
六
五

年
）
の
棟
札
が
あ
る
。
太
政
官
布
告
は
神
仏
分
離
を
命
じ
明
治
三

年
観
音
寺
と
分
か
れ
て
社
殿
を
建
て
た
。
明
治
四
十
一
年
種
生
神

社
に
合
祀
、
終
戦
後
に
元
の
地
へ
造
営
鎮
座
さ
れ
た
。

若
宮
八
幡
神
社
御
祭
神
　
大
鷦
鷯
命
　
外
三
柱

伊
賀
市
高
尾
一
七
九
四

－

一

「
三
国
地
誌
」
に
「
鹿
嶋
祠
」、「
伊
水
温
故
」
に
阿
保
大
村
神
社

よ
り
勧
請
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
明
治
に
種
生
神
社
に
合
祀
。
昭

和
三
十
年
に
分
祀
し
、 

旧
に
復
す
る
。

鹿
嶋
神
社
御
祭
神
　
武
甕
槌
命
　
外
三
柱

伊
賀
市
諸
木
四
四
二

創
立
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
高
尾
出
合
よ
り
開
拓
移
住
甲
野
一
族

が
守
護
神
と
し
て
伊
勢
国
大
野
よ
り
勧
請
し
た
。
保
存
さ
れ
て
い

る
棟
札
に
よ
れ
ば
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
甲
野
喜
内
と
記
し

て
い
る
。
老
父
光
速
入
地
。

市
杵
島
神
社
御
祭
神
　
市
杵
島
比
売
神
・
火
之
迦
具
土
神
・
大
山
祇
神

伊
賀
市
高
尾
五
二
五
九

青
山
高
原
に
鎮
座
し
古
く
よ
り
奥
山
権
現
と
呼
ば
れ
病
気
平
癒
、

火
伏
せ
、
戦
勝
祈
願
の
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
社
叢
の

「
ブ
ナ
の
原
生
林
」
は
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

奥
山
愛
宕
神
社
御
祭
神
　
火
之
迦
具
士
神

伊
賀
市
勝
地
一
八
五
五

か
つ
て
は
熊
野
飛
龍
権
現
と
称
し
、
熊
野
速
玉
神
社
の
速
玉
男
神

を
主
祭
神
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
熊
野
三
山
か
ら
勧
請
し
た
と

思
わ
れ
る
。
戦
後
は
区
内
の
戦
没
者
を
合
わ
せ
て
祀
り
、
毎
年
、

春
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。

御
祭
神
　
速
玉
男
神

伊
賀
市
腰
山
八
三
七

由
緒
・
創
建
年
代
は
不
詳
。
古
く
か
ら
青
山
福
川
地
区
の
産
土
神

と
尊
崇
「
三
国
地
誌
」
に
「
八
王
子
祠
」
記
し
、
古
く
は
「
八
王

子
権
現
」
と
称
し
明
治
元
年
よ
り
八
柱
神
社
と
改
称
。
明
治
に
種

生
神
社
に
合
祀
。
昭
和
三
十
年
に
分
祀
し
、
旧
に
復
す
る
。

八
柱
神
社

飛
龍
神
社

御
祭
神
　
五
男
三
女
神
　
外
二
柱

伊
賀
市
福
川
二
六
四

－

二

境
内
に
は
皇
居
の
血
脈
を
ひ
く
秘
木
「
楓
樹
」
が
あ
る
。
昭
和
天

皇
よ
り
日
光
に
八
代
将
軍
吉
宗
公
ゆ
か
り
の
楓
の
木
を
下
賜
さ
れ
、

当
宮
に
一
本
移
植
さ
れ
た
。

伊
賀
東
照
宮
御
祭
神
　
徳
川
家
康
公
　

相
殿
　
天
照
皇
大
神
・
天
御
中
主
大
神
・
大
国
主
神
・
天
押
雲
命

境
内
社
　
火
之
迦
具
土
神
・
綿
津
見
神

伊
賀
市
老
川
一
一
〇
三

－

二
　
電
話 

五
五

－

二
五
一
二

伊
勢
街
道
沿
い
に
鎮
座
さ
れ
る
。
か
つ
て
伊
勢
の
神
宮
領
六
箇
山

に
属
し
、
古
文
書
に
朝
夕
御
饌
の
川
魚
を
献
上
し
て
い
た
と
あ
る
。

今
で
も
好
漁
場
は
変
わ
ら
ず
夏
季
に
は
鮎
釣
り
で
大
い
に
賑
わ
う
。

布
生
の
國
津
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
後
に
復
祀
鎮
座
し
た
。

上
長
瀬
國
津
神
社
御
祭
神
　
大
名
牟
遅
命
　
外
一
柱

名
張
市
長
瀬
二
二
八
四

創
祀
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
伊
賀
の

乱
に
際
し
、
織
田
軍
に
よ
り
焼
亡
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）
社
殿
が
再
興
さ
れ
た
、
神
前
を
竜
神
山
の
七
ツ
池

か
ら
の
清
流
が
流
れ
る
。

八
幡
神
社
御
祭
神
　
応
神
天
皇
　
外
五
柱

名
張
市
赤
目
町
星
川
四
八
五

赤
目
滝
で
有
名
な
延
寿
院
の
宮
房
で
同
寺
に
は
牛
頭
天
王
宝
印
の

版
木
が
現
存
し
、
寺
号
黄
龍
山
の
黄
は
、
牛
頭
天
王
が
牛
と
の
関

連
か
ら
、
ア
メ
ウ
シ
の
ア
メ
色
↓
黄
色
か
ら
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
水
神
さ
ん
で
も
あ
る
。

津
島
神
社
御
祭
神
　
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
二
柱

名
張
市
赤
目
町
長
坂
七
五
一

本
社
祭
神
記
に
よ
れ
ば
安
部
田
の
地
の
鹿
高
の
分
霊
を
移
し
祀
っ

て
社
と
し
、
伊
賀
の
乱
に
遭
う
も
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
再
興

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
明
治
四
年
村
社
に
列
せ
ら
れ
今
日
に
至
る
。

春
日
神
社
御
祭
神
　
天
兒
屋
根
命
　
外
五
柱

名
張
市
赤
目
町
一
ノ
井
四
七
四

御
祭
神
　
天
忍
穂
耳
命
　
外
十
三
柱

名
張
市
赤
目
町
柏
原
四
六
四

御
祭
神
　
菅
原
道
真
　
外
二
柱

名
張
市
赤
目
町
長
坂
一
〇
六

御
祭
神
　
応
神
天
皇
　
外
十
柱

名
張
市
赤
目
町
丈
六
三
二
四

御
祭
神
　
大
己
貴
命
　
外
二
柱

名
張
市
上
比
奈
知
八
一

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
滝
野
城
主
、
滝
野
十
郎
吉
政
が
、
大
和

吉
野
山
に
あ
る
勝
手
神
社
よ
り
勧
請
し
、
守
護
神
と
し
て
祭
祀
さ

れ
て
き
た
。
天
正
伊
賀
の
乱
最
後
の
地
と
な
っ
た
が
、
再
興
さ
れ

た
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
棟
札
が
現
在
す
る
。

勝
手
神
社

社
伝
に
よ
れ
ば
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
河
内
国
道
明
寺
天
満
宮

よ
り
、
勧
請
し
、
同
五
年
遷
座
祭
を
お
こ
な
い
、
氏
神
と
し
て
祀

っ
た
と
伝
え
る
。
梅
林
が
き
れ
い
。

天
満
神
社

自
然
深
き
赤
目
の
丈
六
区
と
檀
区
の
氏
神
様
。
観
応
元
年
（
一
三

五
〇
年
）
に
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
分
社
さ
れ
た
。
境
内
に

は
樹
齢
七
百
年
を
超
え
る
欅
の
大
樹
が
あ
り
、
御
神
木
と
さ
れ
て

い
る
。

八
幡
神
社

上
比
奈
知
は
か
つ
て
の
伊
勢
の
神
宮
領
で
あ
る
六
箇
山
に
属
し
て

い
た
。
承
平
四
（
九
三
四
）
年
の
伊
賀
國
夏
身
郷
刀
禰
解
案
に

「
比
奈
知
」
と
あ
る
。
ヒ
ナ
チ
と
は
、
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
と

さ
れ
る
。
夏
に
う
ち
わ
取
り
神
事
が
斎
行
さ
れ
る
。

國
津
神
社

藩
主
藤
堂
家
の
尊
崇
厚
く
鐘
楼
梵
鐘
の
建
立
社
領
の
寄
進
あ
り
。

文
学
の
神
と
し
て
合
格
・
文
芸
の
上
達
を
祈
る
者
多
数
。
十
月
二

十
五
日
（
例
祭
）
直
前
の
日
曜
日
は
神
幸
式
を
行
い
鬼
楼
車
の
供

奉
あ
り
。
芭
蕉
は
「
貝
お
ほ
ひ
」
を
献
納
立
志
の
祈
願
は
有
名
。

御
祭
神
　
菅
原
道
真
公
　
外
十
二
柱

伊
賀
市
上
野
東
町
二
九
二
九

延
喜
式
神
名
帳
に
記
載
の
古
社
。

境
内
に
は
地
震
守
護
の
「
要
石
」
を
奉
斎
、
又
国
重
要
文
化
財

「
宝
殿
」
と
日
本
三
大
奇
鐘
「
虫
食
鐘
」
が
あ
る
。

大
村
神
社
御
祭
神
　
大
村
の
神
（
阿
保
氏
始
祖
、
垂
仁
天
皇
の
皇
子
）

配
祀
神
　
武
甕
槌
命
・
経
津
主
命
・
天
児
屋
根
命
　
外
十
七
柱

伊
賀
市
阿
保
一
五
五
五
　
　
　
電
話 

五
二

－

一
〇
五
〇

「
伊
水
温
故
」
に
よ
れ
ば
創
立
は
神
護
景
雲
三
年
（
七
七
一
年
）。

秋
季
例
大
祭
は
古
代
豊
か
な
渡
御
式
（
こ
た
つ
き
神
事
＋
馬
駆
）

本
殿
の
神
霊
が
御
神
輿
に
乗
っ
て
お
旅
所
に
渡
御
す
る
。
祭
礼
日

十
月 

最
終
（
土
）（
日
）。

種
生
神
社
御
祭
神
　
武
甕
槌
命
・
経
津
主
命
・
天
児
屋
根
命
　
外
十
七
柱

伊
賀
市
種
生
一
二
七
八
　
電
話 

五
五

－

二
〇
二
五（
宮
司
宅
）

古
く
は
八
王
子
社
と
称
し
た
。
天
の
安
河
の
誓
約
の
八
柱
の
神
を

祀
る
。
拝
殿
横
に
大
岩
が
あ
り
、
か
つ
て
は
こ
の
大
岩
を
磐
境
と

し
て
崇
敬
し
て
い
た
。
明
治
の
合
祀
の
際
、
区
民
の
努
力
で
独
立

を
守
る
。

八
柱
神
社
御
祭
神
　
五
男
三
女
神
　
外
四
柱

伊
賀
市
奥
鹿
野
一
一
〇
四

延
喜
式
内
社
。
か
つ
て
上
津
八
幡
宮
と
呼
ば
れ
、
社
領
百
二
十
石

を
有
し
た
。
天
正
伊
賀
の
乱
で
、
白
龍
（
白
蛇
）
が
現
わ
れ
、
本

殿
は
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
伝
承
が
あ
る
。
現
在
も
当
時
の
記
憶
を

と
ど
め
る
斧
の
傷
が
あ
る
。

比
々
岐
神
社
御
祭
神
　
比
々
岐
大
神
　
外
十
五
柱

伊
賀
市
北
山
一
四
二
七

春
日
遷
幸
伝
説
の
際
、
阿
保
か
ら
夏
見
に
遷
る
際
、
こ
の
地
に
立

ち
寄
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
享
禄
元
年
・
慶
長
十
三
年
の
棟

札
が
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

鹿
嶋
神
社
御
祭
神
　
武
甕
槌
命
、
経
津
主
神
　
外
六
柱
　

伊
賀
市
霧
生
二
五
八
七

近
隣
の
鹿
島
神
社
の
若
宮
と
し
て
祀
ら
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
殿
は
桃
山
様
式
を
伝
え
る
春
日
作
り
一
間
社
で
あ
る
。
永
禄
七

年
の
棟
札
が
一
番
古
い
も
の
で
、
天
正
十
年
、
慶
長
十
年
の
棟
札

と
と
も
に
伊
賀
市
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

若
宮
神
社
御
祭
神
　
天
雲
押
命
　
外
五
柱

伊
賀
市
老
川
二
一
九

当
社
は
天
正
年
間
に
焼
失
後
再
興
さ
れ
た
も
の
で
、
同
殿
に
祀
ら

れ
る
秋
葉
神
社
は
か
つ
て
秋
葉
山
頂
に
鎮
座
し
伊
賀
・
伊
勢
・
大

和
の
鎮
火
の
神
と
い
わ
れ
て
い
た
。
一
月
の
鎮
火
祭
は
例
年
多
く

の
参
拝
が
あ
る
。

白
山
神
社
御
祭
神
　
菊
理
比
賣
命
　
火
産
霊
命
　
外
三
柱

名
張
市
上
三
谷
一
三
四

－

二

往
古
か
ら
八
幡
神
社
と
し
て
現
在
地
に
存
在
し
て
い
た
。
当
村
の

郷
士
中
村
氏
が
、
永
禄
年
間
、
鎌
倉
八
幡
宮
に
参
詣
し
御
分
霊
を

授
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
に
区
内
の
神
社
を
合
祀

し
て
箕
曲
神
社
と
改
称
さ
れ
た
。

箕
曲
神
社
御
祭
神
　
応
神
天
皇
　
外
七
柱

名
張
市
箕
曲
中
村
八
二
一

ぶ
ど
う
狩
り
や
、
ダ
ム
で
有
名
な
青
蓮
寺
。
伊
勢
神
宮
領
六
箇
山

（
む
こ
う
や
ま
）
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
一
つ
で
、
国
津
神
社
が
点

在
す
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
香
落
渓
も
こ
の
地
域
で
、
深
い
森

林
が
あ
る
。
百
合
が
丘
も
こ
の
地
域
で
あ
る
。

国
津
神
社
御
祭
神
　
大
名
牟
遅
神
　
外
十
一
柱

名
張
市
青
蓮
寺
九
四
八

か
つ
て
伊
勢
の
神
宮
領
六
箇
山
布
乃
布
に
属
し
、
布
を
献
上
し
て

い
た
こ
と
か
ら
布
生
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
穀
豊
穣
、

國
家
安
泰
を
祈
願
し
、
八
月
の
八
朔
祭
で
は
子
供
相
撲
が
盛
大
に

奉
納
さ
れ
る
。
十
月
の
例
祭
に
は
特
殊
神
饌
が
お
供
え
さ
れ
る
。

國
津
神
社
御
祭
神
　
大
國
主
命
　
外
五
柱

名
張
市
布
生
一
一
二
〇

御
祭
神
　
宇
迦
之
御
魂
神
　
外
五
柱

名
張
市
瀬
古
口
二
二
七

御
祭
神
　
武
甕
槌
命  

天
児
屋
根
命  

経
津
主
命  

姫
大
神
　
外
四
柱

名
張
市
夏
見
二
一
六
二

御
祭
神
　
大
國
主
命
　
外
十
柱

名
張
市
奈
垣
二
〇
四
二

御
祭
神
　
大
己
貴
命
　
外
七
柱

名
張
市
長
瀬
一
四
五
四

古
伝
に
よ
る
と
稲
荷
大
神
が
山
城
国
伏
見
よ
り
河
内
、
大
和
国
を

巡
り
、
伊
賀
の
当
地
に
鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
神
社
記

に
よ
れ
ば
慶
長
二
年
伏
見
稲
荷
大
社
よ
り
御
分
霊
勧
請
し
た
と
あ

る
。
境
内
地
に
は
祗
園
社
、
山
の
神
社
、
川
徳
社
が
あ
る
。

稲
荷
神
社

名
を
積
田
（
つ
む
た
）
の
宮
と
言
わ
れ
称
徳
天
皇
の
御
宇
神
護
景

雲
元
年
六
月
二
十
一
日
鹿
島
大
神
（
武
甕
槌
命
）
が
常
陸
国
鹿
島

宮
よ
り
、
大
和
春
日
大
社
へ
御
遷
幸
の
途
次
留
在
さ
れ
た
。
以
来

南
都
春
日
大
社
奥
宮
と
言
わ
れ
、
神
柿
、
鏡
池
の
伝
承
有
り
。

積
田
神
社

旧
国
津
小
学
校
校
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
伊
賀
地
の
奥
に
鎮
座
さ
れ

る
。
か
つ
て
伊
勢
の
神
宮
領
六
箇
山
長
木
と
し
て
「
長
い
木
」
を

納
め
て
い
た
。
現
在
は
「
長
生
き
」
で
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い

村
と
な
っ
て
い
る
。
三
月
に
は
疫
病
除
大
祭
蘭
祭
が
斎
行
さ
れ
る
。

國
津
神
社

旧
国
道
三
六
八
号
線
に
面
し
た
小
高
い
山
の
裾
に
あ
り
、
長
瀬
太

郎
川
の
清
流
が
、
比
奈
知
ダ
ム
に
注
い
で
い
る
。
こ
の
川
は
鮎
の

好
釣
り
場
で
、
組
合
組
＝
（
氏
子
）
た
ち
は
ご
神
徳
を
仰
ぎ
つ
つ
、

釣
人
た
ち
に
も
奉
仕
せ
ら
て
い
る
。

國
津
神
社

新
居
の
里
が
藤
原
家
ゆ
か
り
の
葉
室
家
に
関
わ
る
為
、
久
安
三
年

奈
良
春
日
大
社
の
祭
神
を
勧
請
し
て
氏
神
社
と
し
た
。
今
に
伝
わ

る
通
称
茄
子
ま
つ
り
は
以
前
よ
り
地
域
の
守
護
神
と
し
て
奉
斎
す

る
木
尾
明
神
の
神
事
で
あ
る
。

御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
木
尾
明
神
　
外
十
四
柱

伊
賀
市
西
山
二
二
六
五

第
六
十
一
代
朱
雀
帝
御
宇
南
近
江
に
居
を
構
え
た
、
甲
賀
三
郎
兼

家
公
が
信
奉
す
る
諏
訪
明
神
を
山
嶽
神
を
祀
っ
て
い
た
氏
子
が
、

諏
訪
神
を
迎
え
て
奉
仕
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
一
八
五
戸
の
氏

神
と
し
て
宗
旨
祭
を
は
じ
め
年
中
祭
儀
を
斎
行
し
て
い
る
。

御
祭
神
　
諏
訪
明
神
　
外
九
柱

伊
賀
市
諏
訪 

一
六
一
六

高
倉
下
命
七
世
倭
得
玉
彦
命
が
こ
こ
に
居
を
構
え
、
新
居
部
の
郷

を
興
し
て
よ
り
繁
栄
と
平
安
を
祈
念
し
て
祭
祀
が
営
ま
れ
て
い
る
。

特
に
祖
神
が
我
倉
よ
り
鹿
島
神
に
戴
い
た
天
剣
を
肇
国
の
礎
と
し

た
の
で
そ
の
功
績
を
尊
び
倉
暉
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

高
倉
神
社
御
祭
神
　
高
倉
下
命
　
外
数
柱

伊
賀
市
西
高
倉
一
〇
四
六

三
田
郷
の
氏
神
に
し
て
八
朔
の
祇
園
祭
り
は
、
世
に
知
ら
れ
る
団

扇
花
傘
の
基
本
と
な
る
飾
り
で
、
疫
病
退
散
と
豊
か
な
稔
り
を
祈

念
し
て
い
る
。
三
田
は
御
田
で
社
の
田
植
神
事
は
、
田
囃
し
の
原

形
を
と
ど
め
富
貴
俵
の
お
供
え
も
古
来
通
り
行
わ
れ
て
い
る
。

三
田
神
社
御
祭
神
　
祇
園
神

伊
賀
市
三
田
二
四
七
七

伊
賀
郡
高
尾
村
に
鎮
座
し
て
い
た
が
承
徳
二
年
に
大
洪
水
に
て
神

体
雨
寶
童
子
が
木
興
村
に
流
れ
着
き
村
民
是
を
迎
え
て
、
古
来
か

ら
の
氏
神
廣
國
押
武
金
日
命
を
合
祀
し
た
。
古
来
か
ら
魔
除
け
に

霊
験
が
あ
り
多
く
の
人
が
参
拝
し
た
。
又
祈
雨
の
信
仰
も
あ
る
。

桶
子
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
十
五
柱

伊
賀
市
木
興
町
八

古
代
伊
賀
の
水
が
水
口
方
面
に
流
れ
出
て
よ
り
出
現
し
た
朝
日
岳

に
愛
宕
の
神
を
迎
え
修
験
道
場
と
な
り
元
和
元
年
修
験
者
小
天
狗

清
蔵
坊
に
よ
り
復
興
。
藤
堂
藩
主
の
庇
護
の
も
と
神
道
形
式
の
祭

儀
が
行
わ
れ
今
上
野
愛
宕
町
奉
賛
会
に
よ
り
護
持
さ
れ
て
い
る
。

愛
宕
神
社
御
祭
神
　
火
伏
大
神
　
外
五
柱

伊
賀
市
上
野
愛
宕
町
一
八
二
六

明
治
七
年
に
郷
社
に
列
し
、
同
三
十
九
年
神
饌
幣
帛
料
供
進
指
定

社
に
定
め
ら
れ
る
。
特
徴
あ
る
祭
は
「
伊
賀
最
大
最
古
の
夏
ま
つ

り
」
と
称
し
、
毎
年
七
月
最
終
土
・
日
に
斎
行
さ
れ
る
祇
園
祭
は

勇
壮
で
あ
る
。

植
木
神
社
御
祭
神
　
健
速
須
佐
之
男
命
　
外
三
十
五
柱

伊
賀
市
平
田
六
九
九

酒
解
神
酒
解
子
神
を
祀
る
。
地
名
の
坂
下
は
酒
解
の
省
訓
に
し
て

社
号
を
相
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
し
、
古
来
安
産
の
守
護

神
・
酒
造
の
神
と
し
て
地
方
の
尊
崇
厚
く
参
拝
者
常
に
多
し
。

酒
解
神
社
御
祭
神
　
木
花
咲
夜
比
賣
命
　
外
二
十
三
柱

伊
賀
市
坂
下
五
一
九

延
喜
式
内
旧
村
社
。
孝
霊
天
皇
の
御
代
勢
賀(

伊
勢
・
伊
賀)

の
国
境
に
顕
座
。

後
両
国
に
降
臨
し
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
子
延
・
平
松
地
内
に

祭
祀
。
天
正
九
年
伊
賀
の
乱
で
焼
失
。
慶
長
十
八
年
再
建
。
明
治
三
十
八

年
三
十
社
、
四
十
一
年
富
永
・
猿
野
の
社
を
合
祀
。
例
祭
は
五
月
五
日
。

葦
神
社
御
祭
神
　
大
国
主
命
　
外
二
十
七
柱

伊
賀
市
上
阿
波
二
六
六
五

伊
賀
市
甲
野
に
在
り
、
伊
賀
名
所
記
山
田
郡
鳥
坂
明
神
鳥
坂
里
に

坐
し
式
内
鳥
坂
神
社
掲
額
被
献
現
存
す
。

明
治
四
年
七
月
村
社
に
列
せ
ら
れ
る
。

鳥
坂
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
九
柱

伊
賀
市
甲
野
一
三
〇
一

延
喜
式
内
旧
郷
社
。
主
神
の
稚
日
女
尊
は
天
照
大
御
神
の
妹
神
と
い
ふ
。
機
織

り
転
じ
て
糸
の
神
。
衣
食
住
の
守
り
神
と
す
。
貞
観
三
年
従
五
位
下
を
授
け
ら

れ
る
。
ま
た
長
く
、
杉
尾
白
鬚
大
明
神
と
通
称
さ
れ
た
。
明
治
四
十
年
菅
原
神

社
、
秋
葉
神
社
、
津
島
神
社
な
ど
十
八
柱
を
合
祀
。
十
月
末
の
秋
祭
が
盛
大
。

阿
波
神
社
御
祭
神
　
稚
日
女
尊
　
外
十
八
柱

伊
賀
市
下
阿
波
八
七
九

西
田
原
地
区
に
は
「
咸
天
（
か
ん
て
ん
）
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
る
、
子
供
の
守
り
神
で
あ
る
鬼
子
母
神
が
祀
ら
れ
て
い

る
咸
天
狗
社
が
あ
る
。
五
月
五
日
の
例
祭
に
は
毎
年
多
く
の
参
拝

が
あ
る
。

春
日
神
社
御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
九
柱

名
張
市
西
田
原
二
九
〇
〇

壬
申
の
乱
の
時
大
海
人
皇
子
（
天
武
天
皇
）
が
大
和
吉
野
よ
り
美

濃
路
に
行
く
途
中
、
伊
賀
に
入
ら
れ
た
時
大
雨
に
て
宇
陀
川
が
氾

濫
し
、
皇
子
渡
御
さ
せ
る
為
二
頭
の
白
鹿
が
現
れ
渡
御
せ
ら
れ
、

そ
の
後
一
頭
の
白
鹿
と
な
り
、
片
鹿
と
名
残
り
が
由
来
と
な
っ
た
。

鹿
高
神
社
御
祭
神
　
鹿
高
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
十
七
柱

名
張
市
安
部
田
一
九
四
二

御
祭
神
　
大
物
主
神
　
外
十
八
柱

名
張
市
黒
田
一
一
七
六

御
祭
神
　
天
児
屋
根
命
　
外
三
柱

名
張
市
矢
川
六
九
一

御
祭
神
　
大
己
貴
命
　
外
十
柱

名
張
市
滝
ノ
原
五
九
九

御
祭
神
　
菊
理
比
咩
命
　
外
三
柱

名
張
市
竜
口
六
九
六

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
推
古
七
年
大
和
地
方
中
心
の
大
地
震
が
あ
り
、

諸
国
に
地
震
の
神
を
祀
っ
た
と
有
り
、
伊
賀
名
張
で
は
当
社
で
あ

る
。
「
ナ
イ
」
は
地
震
の
古
語
で
あ
る
。
又
比
奈
知
川
上
流
の
国

津
神
の
総
社
と
言
わ
れ
て
い
る
。

名
居
神
社
御
祭
神
　
大
己
貴
命
　
外
六
柱

名
張
市
下
比
奈
知
二
〇
九
二

新
田
御
鎮
座
三
柱
神
社
の
境
内
社
と
し
て
灌
漑
開
発
の
祖
、
加
納

直
盛
公
を
勧
請
、
加
納
神
社
を
建
立
。
三
柱
神
社
は
近
隣
各
社
と

合
祀
、
の
ち
に
美
波
多
神
社
と
名
を
改
め
現
在
に
至
る
。

美
波
多
神
社
御
祭
神
　
天
照
大
御
神
　
外
十
三
柱

名
張
市
新
田
一
〇
八
七

東
大
寺
黒
田
荘
無
動
寺
の
僧
、
実
誉
上
人
が
吉
野
よ
り
観
請
し
、

同
寺
の
鎮
守
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
通
称
金

比
羅
さ
ん
の
名
で
親
し
ま
れ
、
四
季
の
景
色
美
く
し
く
、
名
張
の

里
を
も
一
望
で
き
る
景
勝
地
で
あ
る
。
　
　
　

勝
手
神
社

大
海
人
皇
子
挙
兵
の
際
、
伊
賀
国
に
入
ろ
う
と
宇
陀
川
に
至
る
と
、

白
鹿
が
迎
え
に
現
れ
、
無
事
川
を
渡
ら
れ
た
。
そ
の
白
鹿
は
春
日

大
神
の
化
神
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
地
に
県
指
定
の
燈
籠
が

あ
り
、
氏
子
八
十
数
戸
で
年
中
祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

春
日
神
社

由
緒
不
詳
で
は
あ
る
が
昔
よ
り
伊
勢
平
氏
の
落
ち
武
者
の
里
と
言

わ
れ
現
在
も
昔
の
ま
ま
の
祭
祀
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
本
祭
の
神

饌
は
調
理
神
饌
で
祝
宴
は
男
子
（
家
長
の
み
）
の
参
集
で
、
盃
事

は
謡
を
以
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
。

國
津
神
社

竜
口
は
大
和
に
も
あ
っ
て
竜
口
山
と
一
体
で
あ
り
、
山
資
源
が
豊

富
な
事
か
ら
寺
院
に
よ
る
山
騒
動
が
度
々
行
わ
れ
た
。
天
正
伊
賀

の
乱
で
相
当
な
被
害
に
合
う
も
、
氏
神
信
仰
は
今
な
お
脈
々
と
守

り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

龍
口
白
山
神
社

創
立
は
天
平
年
間
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
社
は
上
野
城
の
鬼
門
に

当
た
る
と
し
て
、
藤
堂
公
の
崇
敬
が
特
に
篤
く
、
鉄
鋳
の
扁
額
と

儀
槍
二
筋
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
・
南
北
朝
初
期
の
湯
屋
信

仰
の
名
残
を
留
め
る
石
造
湯
槽
が
手
水
鉢
の
台
石
と
し
て
利
用
。

鞆
田
神
社
御
祭
神
　
大
日
孁
貴
命
　
外
二
十
四
柱

伊
賀
市
中
友
田
九
六
二

C - 3

D - 3

C - 3

C - 3

D - 3

D - 3

E - 3

E - 4

D - 4

E - 3

E - 3

E - 2

E - 2

E - 1

B - 5

D - 1

B - 3

B - 3

B - 3

A - 3

B - 2

B - 3

B - 4

B - 4

C - 4

B - 4

C - 4

C - 4

D - 2

八
幡
神
社

武
烈
天
皇
の
勅
で
伊
賀
国
造
中
田
麻
呂
が
九
州
宇
佐
よ
り
久
米
山

に
勧
請
し
た
と
伝
わ
る
。
藩
主
藤
堂
家
の
尊
崇
厚
く
、
伊
賀
五
社

と
し
て
敢
國
神
社
・
菅
原
神
社
・
愛
宕
神
社
・
須
智
荒
木
神
社
と

共
に
厚
く
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

御
祭
神
　
應
神
天
皇
　
外
十
三
柱

伊
賀
市
守
田
町
一
一
九
〇
ー
一
・
二

D - 2

C - 2D - 3

D - 3

D - 2

D - 2

E - 2

D - 2

D - 2

C - 1

C - 2

C - 2

G - 4

G - 4

H - 4

E - 5

F - 4

G - 4

F - 4

H - 5

H - 2

H - 2

H - 3

H - 2

G - 2

G - 2

H - 2

H - 1

H - 2

G - 3

G - 2

G - 2

H - 1

G - 2

H - 2

H - 3

H - 3

H - 3

H - 1

H - 1

F - 2

G - 2

G - 2

G - 3

F - 3

H - 1

F - 4

F - 4

G - 4

G - 5

F - 5

G - 4

E - 5D - 5 D - 4

D - 4

D - 5G - 2

G - 2

G - 2

G - 2

G - 2

F - 2

語句説明

各枠の中右下の記号は、裏面の「伊賀の国
お宮めぐり」のグリッドの記号と番号を記載
しています。

〈例〉

凡例

手水の作法
神社の鳥居をくぐったら、参拝する前に手水舎で身を清めます。

柄杓を右手で取り、
まず左手を濯ぎます。

柄杓を右手に持ち換
えて、左掌に水を注
ぎ、その水で口を濯
ぎます。そしてもう一
度左手を濯ぎます。

31

柄杓を左手に持ち換
えて、次に右手を濯ぎ
ます。
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平
井
神
社

別
名
を
飛
来
天
神
と
も
称
し
、
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の
梅
が
太
宰

府
よ
り
飛
来
し
た
と
い
う
縁
起
を
も
ち
、
江
戸
初
期
に
は
連
歌
の

座
が
開
か
れ
た
文
化
の
香
り
高
い
神
社
で
あ
る
。
明
治
三
年
の
大

洪
水
に
遭
い
現
在
地
へ
遷
座
し
た
。

御
祭
神
　
八
重
事
代
主
命
　
外
八
柱

伊
賀
市
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田
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一
三
一
番
地
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伊
賀
鉄
道

白樫 IC

大内 IC

上野 IC

上野東 IC 友生 IC

中瀬 IC

伊賀一之宮 IC

壬生野 IC

御代 IC

下柘植 IC

上柘植 IC

伊賀 IC
南在家 IC

板屋 IC

治田 IC

五月橋 IC

初瀬街道阿保宿

屛風岩

屛風岩

メナード青山リゾート
霧生温泉「香楽の湯」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三重県
伊賀庁舎

常福寺

高徳寺

薬師寺

阿弥陀寺

勝因寺

西蓮寺

赤目温泉

青蓮寺湖観光農園
香落渓温泉

伊賀市文化会館

DMGMORI アリーナ

寺音寺古墳

御墓山古墳

鳴塚古墳

ハナショウブ群生地

柏野城跡

道の駅

芭蕉公園

伊賀の里モクモク手づくりファーム

雨乞山

大山田温泉さるびの

ヒルホテルサンピア伊賀 天然温泉芭蕉の湯

伊賀国庁跡

だんじり会館

伊賀上野城

関所跡
行者堂

青山工業団地

伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎

島ヶ原温泉やぶっちゃ

三国峠

旧上野市庁舎

伊賀市役所
四十九四十九

新名神・甲南 IC

大和街道島ヶ原宿

甌穴

新長野トンネル

伊賀市農業公園

三田坂バイパス

青蓮寺ダム

比奈知ダム

川上ダム

あおやま川上湖

青蓮寺湖

ひなち湖

名張川

木津川

服部川

服部川

柘植川

六ツ峰稲荷神社

木津川

伊賀伝統伝承館
伊賀くみひも 組匠の里

生玉神社

ハイトピア伊賀
上野市（忍者市）上野市（忍者市）

伊賀市街地拡大図

恵美須神社

旧上野市庁舎

伊賀伝統伝承館
伊賀くみひも 組匠の里

芭蕉翁記念館

旧崇広堂

伊賀上野城

桑町神社

福徳神社

伊
賀
鉄
道

美波多神社

市杵島神社

伊賀東照宮

比自岐神社

波多岐神社

陽夫多神社

真木山神社

都美恵神社

比々岐神社

奥山愛宕神社

須智荒木神社

若宮八幡神社

春日神社（西田原）

國津神社（滝之原）

国津神社（青蓮寺）

八柱神社（奥鹿野）

國津神社（上比奈知）

春日神社（一ノ井）

春日神社（蔵持）

猪田神社（猪田）

猪田神社（下郡）

國津神社（奈垣）

國津神社（長瀬）

八柱神社（福川）

鹿島神社（諸木）

勝手神社（山畑）

春日神社（西山）

春日神社（岩倉）

春日神社（川東）

諏訪神社（丸柱）

諏訪神社（諏訪）

鹿嶋神社（霧生）

國津神社（布生）

春日神社（矢川）

八幡神社（丈六）

八幡神社（星川）

勝手神社（黒田）

勝手神社（柏原）

箕曲神社

相楽神社

蛭子神社
稲荷神社

寿榮神社

杉谷神社

中山神社

花垣神社

黒瀧神社

岡八幡宮

應感神社

鸕宮神社

射手神社

高倉神社 三田神社

府中神社

神明神社

鞆田神社

手力神社

玉瀧神社

穴石神社

佐々神社

桶子神社

桶子神社

愛宕神社

愛宕神社

菅原神社

菅原神社

平井神社

平井神社

八幡神社 友生神社

敢國神社

小宮神社

木代神社

日置神社

鳥坂神社

植木神社

阿波神社

葦神社

菅原大邊神社

田守神社 神戸神社

酒解神社

天満神社

津島神社

上長瀬國津神社

鹿高神社

宇流富志祢神社

白山神社

龍口白山神社

積田神社

一宮神社 名居神社

天満神社

種生神社
飛龍神社

若宮神社

大村神社

伊賀の国お宮めぐり

（上野天神宮）

上
　
野

阿
　
山

青
　
山

名
　
張

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

滋賀県

京都府

奈良県

三重県

関

加太上柘植
佐那具

上野島ヶ原
平田 平松

伊勢地

阿保

名張

笠置

長野

青山峠

二本木

榛原
初瀬

初瀬街道

大和街道

伊賀街道

東海道

伊賀の街道

http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%9c%9f%e6%9c%a8%e5%b1%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%8e%89%e7%80%a7%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%89%8b%e5%8a%9b%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%9e%86%e7%94%b0%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%ab%8f%e8%a8%aa%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%b8%e6%9f%b1%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a9%b4%e7%9f%b3%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%bd%90%e3%80%85%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%83%bd%e7%be%8e%e6%81%b5%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%99%bd%e5%a4%ab%e5%a4%9a%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a5%9e%e6%98%8e%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e6%96%b0%e5%a0%82%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%97%a5%e7%bd%ae%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%b7%9d%e6%9d%b1%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%8b%9d%e6%89%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%b1%b1%e7%95%91%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%b3%a5%e5%9d%82%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%91%a6%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%98%bf%e6%b3%a2%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%a4%8d%e6%9c%a8%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%85%92%e8%a7%a3%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%ab%8f%e8%a8%aa%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%ab%8f%e8%a8%aa%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%b3%a2%e5%a4%9a%e5%b2%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%ba%9c%e4%b8%ad%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%a5%bf%e5%b1%b1-%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%ab%98%e5%80%89%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%b8%89%e7%94%b0%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%b2%a9%e5%80%89%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%b0%8f%e5%ae%ae%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%95%a2%e5%9c%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%b0%84%e6%89%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%b9%b3%e4%ba%95%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8f%85%e5%8e%9f%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e9%87%8e%e6%9d%b1%e7%94%ba-%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8f%85%e5%8e%9f%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e9%87%8e%e6%9d%b1%e7%94%ba-%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%b9%b3%e4%ba%95%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%a1%b6%e5%ad%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%a1%b6%e5%ad%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%84%9b%e5%ae%95%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e9%87%8e%e6%84%9b%e5%ae%95%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%84%9b%e5%ae%95%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e9%87%8e%e6%84%9b%e5%ae%95%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%a0%88%e6%99%ba%e8%8d%92%e6%9c%a8%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8f%85%e5%8e%9f%e5%a4%a7%e9%82%8a%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%87%89%e6%84%9f%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%85%ab%e5%b9%a1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%ae%88%e7%94%b0%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%8f%8b%e7%94%9f%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%9c%a8%e4%bb%a3%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%b2%a1%e5%85%ab%e5%b9%a1%e5%ae%ae/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%ef%a8%96%e7%94%b0%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e7%8c%aa%e7%94%b0%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%ef%a8%96%e7%94%b0%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8b%e9%83%a1%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%bb%92%e7%80%a7%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e6%b2%bb%e7%94%b0%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8a%b1%e5%9e%a3%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%94%b0%e5%ae%88%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a5%9e%e6%88%b8%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e7%a5%9e%e6%88%b8%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%af%94%e8%87%aa%e5%b2%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%b8%95%e5%ae%ae%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%a5%a5%e5%b1%b1%e6%84%9b%e5%ae%95%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%af%94%e3%80%85%e5%b2%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%a4%a7%e6%9d%91%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%85%ab%e6%9f%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%a5%a5%e9%b9%bf%e9%87%8e%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%bc%8a%e8%b3%80%e6%9d%b1%e7%85%a7%e5%ae%ae/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%85%ab%e6%9f%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e7%a6%8f%e5%b7%9d%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8b%a5%e5%ae%ae%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%80%81%e5%b7%9d%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%a3%9b%e9%be%8d%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a8%ae%e7%94%9f%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%b9%bf%e5%b6%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%8b%a5%e5%ae%ae%e5%85%ab%e5%b9%a1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e9%ab%98%e5%b0%be%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%a4%a9%e6%ba%80%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%be%8e%e6%b3%a2%e5%a4%9a%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%a5%bf%e7%94%b0%e5%8e%9f%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%b8%ad%e5%b1%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e6%bb%9d%e4%b9%8b%e5%8e%9f%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%9d%89%e8%b0%b7%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%94%b5%e6%8c%81%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%ae%87%e6%b5%81%e5%86%a8%e5%bf%97%e7%a5%a2%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%af%bf%e6%a0%84%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%b8%80%e5%ae%ae%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%90%8d%e5%b1%85%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e6%af%94%e5%a5%88%e7%9f%a5%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e8%9b%ad%e5%ad%90%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a8%b2%e8%8d%b7%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e7%80%ac%e5%8f%a4%e5%8f%a3%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%a9%8d%e7%94%b0%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%8b%9d%e6%89%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e9%bb%92%e7%94%b0%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%ae%95%e6%9b%b2%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e7%ae%95%e6%9b%b2%e4%b8%ad%e6%9d%91%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%85%ab%e5%b9%a1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%88%e5%85%ad%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%9b%b8%e6%a5%bd%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9b%bd%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e9%9d%92%e8%93%ae%e5%af%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%8b%9d%e6%89%8b%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%b5%a4%e7%9b%ae%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e9%b9%bf%e9%ab%98%e7%a5%9e%e7%a4%be/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%85%ab%e5%b9%a1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e6%98%9f%e5%b7%9d%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e9%95%b7%e7%80%ac%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%a5%88%e5%9e%a3%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%a5%88%e5%9e%a3%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%98%a5%e6%97%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e8%b5%a4%e7%9b%ae%e7%94%ba%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%a4%a9%e6%ba%80%e7%a5%9e%e7%a4%be-2/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%99%bd%e5%b1%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e4%b8%8a%e4%b8%89%e8%b0%b7%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e7%99%bd%e5%b1%b1%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e9%be%8d%e5%8f%a3%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e6%b4%a5%e5%b3%b6%e7%a5%9e%e7%a4%be-2/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be%ef%bc%88%e5%b8%83%e7%94%9f%ef%bc%89/
http://kyoka.mie-jinjacho.or.jp/shrine/%e4%b8%8a%e9%95%b7%e7%80%ac%e5%9c%8b%e6%b4%a5%e7%a5%9e%e7%a4%be/
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